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環境からみたまちづくり 

□ ソーラーシティの推進 

 【太陽エネルギーの積極的な活用】  H23/7末：約5,200世帯、21,000kW 

 ⇒住宅の普及率（H22年度末：2.1％）は国内トップクラス 

□ コンパクトシティの推進 

 【都市機能の集中と路面電車や自転車の利用促進】 

 ⇒自動車からのCO2排出量（一人当たり1.42t ）は地方都市平均を大きく下回る 

□ 節水型都市の推進 

 【節水型機器や雨水利用設備の導入と節水意識の啓発】 

 ⇒1人一日当たりの水の使用量（291ℓ）は中核市一少ない 

□ 循環型都市の推進 

 【３R（Reduce:発生抑制、Reuse:再利用、Recycle:再生利用）の推進】 

 ⇒ 50万人以上の都市で１人１日あたりのゴミ排出量（850.9ｇ）は全国一少ない 



【道路】 

お城を中心にした「放射状の道路」と松山城を中心にした「環状道路」で構成する「放射環状道路」が特徴。 

城山の麓に「中央循環線」、城山から２ｋｍ圏に「松山環状線」、４ｋｍ圏に「松山外環状線計画（事業中）」主要幹線道路がある。
城山から約５ｋｍ南には高速道路の松山ICがある。 

【鉄道】 

市中心から放射状に伸びる伊予鉄道３線、中心部を環状に走る伊予鉄道路面電車。市域を南北に走るＪＲ予讃線がある。 

【空路・海路】 

空路：東京、中京、関西、九州、沖縄、中国、韓国。 海路：関西、中国地方、九州。 貨物：中国、韓国、台湾、フィリピン 

【交通拠点】 

市中心部から、松山空港（１５分）、松山観光港（２０分）、松山ＩＣ（１５分） 、ＪＲ松山駅（５分）の５ｋｍ圏以内に配置されている。
【移動】 

比較的平坦な地形であり、自転車や徒歩の利用割合が高いため、自動車利用による一人当たりのＣＯ２排出量は、地方都市
の平均である１．９１ｔを大きく下回る１．４２ｔとなっている。 

松山市（中心部） 

半径５ｋｍ 

  コンパクトシティと言われる背景 
温泉・文化と環境・経済が調和する都市 松山 

明治21年(1888)松山～三津間にて日本で始めて
の軽便鉄道が誕生、レールの幅が2フィート６イン
チと狭く、乗車定員もせいぜい10人ほどの小さな車
両だった。 
夏目漱石の「坊っちゃん」で「乗り込んでみるとマッ
チ箱のような汽車だ。ごろごろと五分許り動いたと
思ったら、もう降りなければならない」と紹介されて
から「坊っちゃん列車」と呼ばれるようになった。 

松山観光港 

松山空港 

http://www.jetliner.jp/  

http://www.kankoko.com/  

http://www.jetliner.jp/
http://www.kankoko.com/
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☆コンパクトシティーの成功例とも言われています 

特に近年は、路面電車やバスの利用促進策によって利便性の向上を図るととも
に、企業のコールセンター等を誘致し、若者の就業場所を確保するなど積極的
な交通政策と雇用創出策を展開。さらに民間マンションの積極的な建設により
中心部への移住が促進されている。 

②２つ大学が中心部にある 

  コンパクトシティ松山の中心市街地 

①公共施設が中心部にある 

⑥高島屋・三越という
商業の核とそれをつな
ぐL字型の商店街があ
る 

⑤ビジネス街が中心部にある 

企業のコールセンター等を誘致し、若
者の就業場所を確保 

④重要な観光資源が中心部
にある 

⑦中心部へのマンシ
ョン建設によって都
心居住が進行してい
る 

③路面電車・バスという公共
交通が整備され、中心部を
環状に取り囲む 

  路面電車は、大気汚染などの公害

とは無縁の大量輸送手段として、また
コミュニティーを育む手段としても効果
的である。松山市民のよき足として今
日も市内を走りつづけている。  
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環境からみたまちづくり 

人口10万人未満 
人口10万人以上 

50万人未満 
人口50万人以上 

リデュース 
（１人１日当たりの 
ごみ排出量） 
全国：1,088 ｸﾞﾗﾑ/人
日 

1. 徳島県 神山町  
   265.4ｸﾞﾗﾑ/人日 
2. 福島県 葛尾村 
   286.5ｸﾞﾗﾑ/人日 
3. 福島県 飯館村 
   288.7ｸﾞﾗﾑ/人日 

1.東京戸 西東京市市 
   704.6ｸﾞﾗﾑ/人日 
2. 沖縄県 うるま市 
    705.5ｸﾞﾗﾑ/人日 
3. 東京都 小金井市 
   718.8ｸﾞﾗﾑ/人日 

1. 愛媛県 松山市 
   822.0ｸﾞﾗﾑ/人日 
2. 広島県 広島市 
   893.9ｸﾞﾗﾑ/人日 
3. 東京都 八王子市 
   900.4ｸﾞﾗﾑ/人日 

年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 

総排出量（ト
ン） 

214,122  198,165  170,634  159,888  154,348  160,013 

人口（人） 513,723  514,363  514,486  514,402  514,428  515,198 

日数（日） 365  365  365  366  365  365 

1人1日当たり
排出量（ｇ/人

日） 

1,141.9  1,055.5  908.7  849.2  822.0  850.9 

3位 1位 1位 1位 1位 

松山市のごみ排出量の推移 

□ 循環型都市の推進 

 【３R（Reduce:発生抑制、Reuse:再利用、Recycle:再生利用）の推進】 

 ⇒ 50万人以上の都市で１人１日あたりのゴミ排出量は全国一少ない 
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環境からみたまちづくり 

□ 節水型都市の推進 

 【節水型機器や雨水利用設備の導入と節水意識の啓発】 

 ⇒1人一日当たりの水の使用量は中核市一少ない 

松山市民の日常における水の使い方 

調査機関：松山市水資源対策検討委員会 

調査期間：平成15年2月25日~3月1０日 

常に無駄を省き有効
利用を心がけている
34.0％ 

多少気をつけな
がら使っている
51.9％ 

無駄をなくそうと思うが 
なかなかできない 10.4％ 

気にせず使っている
2.2％ 

不明 1.5％ 

節水意識を持っている
市民 85.9％ 

中核市の原単位実績値 

節水型都市づくりに取り組んできた 
 松山市のCO2削減量は・・・? 
 松山市の1人1日の平均配水量（給水量）は293リット
ルであり、加重平均値である341リットルと比較すると
松山市では年間8,293,968m3の節水を行っていると考
えられます。 

 これによるCO2削減量は約614トンが見込まれます。 

                  （H２０年度実績） 

大規模建築物の節水対策 
に関する条例 

大規模な建築物（1,000㎡以上）の新築・

増築時に節水型機器（水洗便所、浴室、台

所等）や雨水貯留設備の設置を義務付け

（ H17年4月1日～）。 

※平成19年度までの完了済：131件 

節水型都市づくり条例 
 

・水を大切にする日（毎月第1水曜日） 
 （毎年7月、8月、9月には街頭でキャンペーンを実施） 

・出前水道教室 
  平成12年度～19年度 61校 7,279人 

・カッパ大王と一郎くん まつやま水ものがたり 
 社会の授業で小学4年生を対象に本を配布 

・松山市節水ハンドブック 
 平成13年度に全戸配付。その後は転入者に配布 
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環境からみたまちづくり 
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ソーラーシティを目指した太陽光発電の導入支援策 

①補助金：中核市トップの支援制度（平成

12年度～継続実施）国はH18.4～H21.1止 

②松山サンシャインプロジェクトをスタ
ート（平成20年1月～） 

③普及啓発 
・環境フェア（メッセ・まつやま）・新エネルギー等セミ
ナー 

・サンシャインレース松山（ソーラーラジコンカー耐久レ
ース）など 

④松山グリーン電力証書活用モデル事業
開始（平成21年11月～） 

⑤パートナーシップ事業スタート（平成
22年7月～） 

⑥松山低炭素社会づくり実行計画を策定
（平成23年3月）し、基本施策に位置づけ 
中期目標 
 2020年（平成32年）までに1990年（平成2年）比で、18％削減   
長期目標 
 2050年（平成62年）までに1990年（平成2年）比で、60～80％
削減 
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 Matsuyama  

  Sunshine Project 
           松山サンシャインプロジェクト 

太陽エネルギーの活用に 
適した気象条件 

 
◇温暖な瀬戸内気候（気温が高すぎない） 
◇降水量は、年間1,300㎜程度と少ない 
 
◇日照時間は、過去５年間平均２，０５５時間と全国平均
（約１，８５０時間）を大きく上回る 
 
◇太陽光発電１kWあたりの年間発電量は、1,100kWh
を超え、全国平均（1,000kWh）を大きく上回る 
 

日照時間は 

日本の平均を 

２００時間程オーバー 
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～環境と成長が調和するまち～ 松山の自然特性を活かした独自のまちづくり策 
構 成  

1.公共施設ソーラー発電導入計画 

2.住宅・ｵﾌｨｽ ｿｰﾗｰ発電導入促進計画 

1. 環境ビジネス戦略策定支援事業 

太陽光発電設置補助を拡充 

市有施設への太陽光発電設置 

3.環境ビジネスセミナー開催事業 

１．ソーラーが広がるまちMatsuyama 

新エネ、省エネ・省ＣＯ２、住環境分野のビジネス促進 

最新動向や経営革新のヒントを掴む機会を提供 

脱温暖化に向け太陽光発電を普及・拡大 

環境をキーに地域経済の成長を図る 

1.クリーンエネルギーカーの普及・拡大 

4.環境関連産業の集積・拡大支援 環境関連企業の誘致などで雇用を創出 

3.グリーン電力証書活用モデル事業 新エネの導入を地域で支え合う仕組みづくり 

２．持続可能な環境ビジネスの成長 

エコなＥＶを中心にソーラーとのコラボを目指して 

3.省エネルギーの推進 

2.地域エネルギーの掘り起こし 

３．エネルギーの有効・効率的利用 

排出量取引や限られたエネルギーの効率的利用 

マイクロ水力発電設備やダブル発電の実証 

４．啓発・人材育成 

2.環境フェア 環境ビジネスの取組む企業のアピールの場を提供 

感動とドラマの真夏の祭典、1時間に及ぶ耐久レースを開催 

地球温暖化や新エネルギーへの関心を高める 

3.サンシャインレース松山 

1.環境教室 出前教室、百聞一見教室（マイクロ水力等）の開催 

グリーンエネルギーの普及と省エネの推進 

2.まつやま環境ビジネス創出支援事業 新エネ、省エネ・省ＣＯ２ 、住環境分野の活性化・拡大 
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   松山サンシャインプロジェクト 
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太陽光発電システムの導入状況 

松山市キャンプ場100KW 

0
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199.2 
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366.6 

721.8 

861.8 出力（ｋｗ） 

年度 

松山市の公共施設導入量（累積） 

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H6～

11 

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

285  532  
772  1,091  

1,396  
1,648  

1,949  
2,258  

2,478  
2,701  

3,247  

4,687  
件
数
 

年度 

松山市内の住宅等設置件数（累積） 

H21年（2009年） 

スクールニュー
ディール始動 

余剰電力 

2倍買取制度
開始 



  ・公共施設ソーラー発電導入計画 
  ・住宅・オフィス ソーラー発電導入促進計画       

小中学校における環境教育や導
入施設の紹介等による普及啓発
活動もあわせて実施 

H18 
（2006） 

326.8 

H28 
（2016） 

650 

100KW：松山市野外活動センター 

6～7年前倒し 

新導入目標 1,600kW 
（平成18年を基準に 

平成28年までに5倍に） 

 

10,050kw 

５～６年前倒し 

新導入目標 151,000kW 
（平成20年度を基準に 

平成32年度までに15倍に） 

H20 
（2008） 

H32 
（2020） 

H28 
（2016） 

20,000 
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平成23年度補助制度（概要） 

対象者 

・個人または法人 
・太陽電池モジュール等を増設される方（※パワーコンディショナの増設を含む場合は新規の設置）  

・太陽光発電システムが設置された建売建物を購入される方 

・市税を滞納していない 

・複数回申請可（法人は1年度に1回限り） 

対象システム 

・市内に設置されたシステム 

・未使用のもの 

・電力受給契約または覚書を結ぶもの 

・本市が行う他の助成を受けていないもの（国等の補助制度との併用は可） 

補助対象経費 
太陽電池モジュール 架台 接続箱 直流側開閉器 交流側開閉器 イン
バータ 保護装置 発電電力量計 余剰電力販売用電力量計 配線及び配
線器具 工事費 

補助金額 
・10ｋＷ未満：1ｋＷあたり６万円（上限１８万円） 
・10ｋＷ以上：一律100万円 

14 



 松山市 住宅･オフィス用太陽光補助申込の推移 

21年11月 

2倍買い取り制度
開始 

21年1月 

国の制度復活 
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 松山市 住宅･オフィス補助申込の推移 

10kW以上の大型システムについては、平成19年度までの補助申込件数は2件であったが、 

平成20年度：６件の補助件数 

平成21年度：９件の補助件数 

平成22年度：２８件の補助件数 
ｻﾝﾌﾟﾛ効果 

（３月分は見込み） 

事業者数 

申請件数 

事業者数 

事業者数 件数 
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546  
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19 20 21 22
年度 

年度別申請件数・事業者数 

事業者数 件数 

申請件数 事業者数 

事業者数 



発生電力量における使用量の割合（全体）

0

100

200

300

400

500

600

700
（kWｈ）

　売電量 323 361 285 252 245 300 267 219 152 152 182 228 

　使用量 204 186 209 202 306 182 305 230 304 323 315 256 

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 2月 3月

発
生
電
力
量

使
用
量

発生電力量における使用量の割合（全体）

0

100

200

300

400

500

600

700

(kWh)

　売電量 336 413 306 262 393 339 284 220 197 201 209 291 

　使用量 163 141 178 239 202 192 123 173 184 243 224 272 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

発
生

電
力

量

使

用
量

猛暑 
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発電量の中で売電量の占める割合
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4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

発電量の中で売電量の占める割合
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

・大型化 

・効率アップ 

・省エネ 



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

売電料金 6,471 7,587 6,726 4,702 7,021 6,374 5,661 4,732 3,241 3,347 3,887 5,896

買電料金 8,975 7,828 6,948 8,248 9,264 9,202 7,777 8,447 11,680 15,541 14,506 11,741

負担額 2,504 241 222 3,546 2,244 2,828 2,116 3,715 8,438 12,194 10,620 5,845

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000
（円）

売電料金と買電料金の比較（全体）

・電気料金の負担額は、冬場の1月に大きなピークがあり、夏場７月に小さなピークがある 
・太陽光発電設備設置世帯の多くがオール電化住宅であることから、電力使用のピークは冬場である
ことが多い 
（なお、事業所系の電力消費を加えた場合は夏場がピークになることもある） 



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

売電料金 7,980 8,694 6,855 6,509 6,624 7,852 6,630 5,958 7,157 7,415 8,725 9,485

買電料金 14,289 11,253 10,817 13,151 13,795 8,820 9,001 9,547 12,487 15,412 13,127 11,535

負担額 6,309 2,559 3,962 6,642 7,171 968 2,371 3,589 5,330 7,997 4,402 2,050

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000（円）
売電料金と買電料金の比較（全体）

20 



21 

売電料金と買電料金の比較（全体）

▲ 7,000

▲ 5,000

▲ 3,000

▲ 1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

17,000

（円）

売電料金 14,404 17,408 14,468 12,408 15,829 15,875 13,774 10,221 9,570 9,067 10,056 13,484 

買電料金 13,510 10,053 8,872 11,417 12,503 12,023 7,920 8,439 10,770 15,542 13,160 10,073 

収支 894 7,355 5,596 990 3,326 3,851 5,854 1,782 ▲ 1,201 ▲ 6,475 ▲ 3,104 3,411

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月



太陽光発電システムのコスト回収の試算 

太陽光発電システム負担額：2,028,000円 

①設置費用：2,400,000円 

 （H22年度平均設置単価600,000円×出力4kW） 

②補助金：372,000円 

 （国48,000円×4kW+市60,000×3kW) 

③負担額：①－②＝2,028,000円 

 最初の10年間でのコスト回収額 

 （年間発電量：4,400kWh=1,100kWh/kW×4.0kW) （④+⑤+⑥）165,120円/年×10年＝1,651,200円 
④年間売電収入：110,880円 

 （4,400kWh×(売電率60%）×42円） 

⑤年間自家消費分換算：42,240円 

 （4,400kWh×（自家消費率40%）×24円） 

⑥環境意識による節電効果：12,000円 （1,000円/月×12月） 

 11年目以降のコスト回収額 

⑦年間売電収入：63,360円 

 （4,400kWh×(売電率60%）×24円） 

⑧年間自家消費分換算：42,240円 

 （4,400kWh×（自家消費率40%）×24円） 

⑨環境意識による節電効果：12,000円 （1,000円/月×12月） 

⑦+⑧+⑨＝117,600円／年 

 

13年目：1,651,200円＋352,800円＝2,004,000円 

14年目：2,004,000円＋117,600円＝2,121,600円 

回収年数は１３～１４年となる 

回収 
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１０ 

年目 

市補助金 
180,000円 

国補助金 
192,000円 

設置費用総額：2,400,000円 

国・市の補助金が無い場合：16～17年で回収 
 

（2,400,000円-1,651,200円）÷117,600円/年＝6.36年 よって、最初の10年+6.36年＝16.36年となる  
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太陽光発電を設置した感想

どちらかとい
えば満足

26%

無回答
5%

どちらかと
いえば後悔

1%

後悔している
0%

満足している
68%

電気代の低減感について

減った
（３０％）

27%
かなり減った

（５０％）
33%

大幅に減った
（７０％）

23%

無回答
6%変わらない

2%

少し減った
 （１０％）

9%

９４％ 

（ ）内は 

前回調査数値 

（６６％） （２８％） 

９２％ 

（ ）内は 

前回調査数値 

（22％） 

（30％） （27％） 

（14％） 

満足している 762 

どちらかといえば満足 294 

どちらかといえば後悔 15 

後悔している 5 

無回答 54 



家族のエネルギーの意識の変化

はっきり意識
している

43%

無回答
5%

変わらない
6%

少し意識して
いる
46%
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テレビ・ラ ジオの使用時間を減らす

不要な電灯はこまめに消す

冷暖房温度を過度にならないようにする

部屋で節電を心がけている

毎日の天候が気になる

電力量をかかさず記録している

省エネについて家族で話すようになった

その他

具体的に実施している内容

（４２％） 

（４６％） 

（ ）内は 

前回調査数値 



グリーン電力とは 

25 

【風 力】 

【バイオマス】 

【中小水力】 【太陽光】 

【地熱】 

出典：新エネルギー財団『第11回新エネ大賞』 

 

出典：NEDO『バイオマス等未活用エネルギー実証試験』 

出典：資源エネルギー庁『日本のエネルギー
2007』 

出典：資源エネルギー庁『日本のエネルギー2007』 

松山市はなみずきセンター 

これら再生可能エネルギーで発電した電気のことです。 



グリーン電力の証書化 
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太陽光発電によるグリーン電力 ＝ ＋ 電気 
そのもの 

環境 
付加価

値 

企業 
（電力需要家） 電気 

グリーン 
電力証書 

＋ 
グリーン 
電力証書 ＝ 

太陽光発電による 
電気とみなせる 

 電気そのものと環境付加価値を切り離し、環境付加価値を 

 証書という形で取引きできるようにした制度。 

ＫＥＹ ＷＯＲＤ 「環境にやさしい」という付加価値 

電気だけをピンポイントでオフセット 



新たなシステム設置の財源に 

松山市の取組み（グリーン電力証書活用モデル事業） 
 松山市は、自治体として初めてグリーン電力証書発行事業者となり、公共施設やモニター

の太陽光発電から発生する環境価値をグリーン電力証書として企業等へ販売。 

 その収入は太陽光発電の導入支援に充て、一層の普及を図っています。 

 

 

 

住宅・小中学校 

等の公共施設 
証書購入者 

環境価値 グリーン
電力証書 

証書代金 

環境価値対価 

住宅モニターの
場合 

 7円/kWh 

証書発行事業所 

グリーン電力証書
モデル事業 

    15円/kWh 

（10,100kWh～100,000kWh：10円/kWh） 

    

 

松山市 



小・中学校２０校（３４５ｋＷ） 
↓ 

自家消費率約９０％ 
証書化 

【全ての学校に太陽光発電を！】 

販売 

証書販売収入を 

単年度ごとで管理する 

年度末にまとめて
基金へ入金する。 

証書購入者 

●小学校              
４４校／５５校 

●中学校            
２５校／２９校 

H25年度 

H27年度 

難波小 

北条小 

河野小 

粟井小 

湯山中 

城西中 

計７０ｋＷ 

 

湯山小 

浮穴小 

窪田小 

姫山小 

道後中 

計５５ｋＷ 

 

H26年度 

新玉小 

素鷲小 

生石小 

石井東小 

鴨川中 

津田中 

計９５ｋＷ 

 

味生小 

垣生小 

湯築小 

正岡小 

南中 

計６０ｋＷ 

 

H28年度 

 
 

 
 

【H２４年度会計】 

   取り崩し 
 設置予定（計70kW） 

さくら小(5kW 

福音小(15kW) 

双葉小(10kW) 

北条南小(10kW) 

雄新中(20kW)  

余土小(10kW) 

H23年度収入分 



□松山城天守閣のライトアップ 
                                    ㈱伊予鉄道                  

□本店等のライトアップ   ㈱愛媛銀行                  
                     愛媛信用金庫 

□新工場の外灯電力 CELCOJAPAN 

□看板のライトアップ    インフォコム            

ライトアップなど 

松山グリーン電力証書の活用方法 

□Matsuyama P’s Festival supported by a-nation 
    同実行委員会、                a－ｎａｔｉｏｎ実行委員会 
□俳句甲子園の会場電力      NPO法人 俳句甲子園実行委員会  
□マイホームフェスタ2010           ㈱エス・ピー・シー 
□四国ガスフェスタ2010            四国ガス（株） 

□ＪＲ電車をグリーン電力で走らせる   えひめ消費生活センター友の会 

                                        NPO法人愛媛リサイクル市民の会 

□サンシャインレース松山          
□メッセまつやま２０１０の会場電力  メッセまつやま２０１０実行委員会 

イベント 



第４９回愛媛マラソン 
 

生中継に必要な電力の 
100％（1200kWh）に使用 
（南海放送株式会社） 

松山グリーン電力証書の活用方法 

30   ゆめキラツリー ☆    

城山公園オータムフェスティバル２０１０ 

このツリーに必要な電力の
100％（300kWｈ）に松山市の
太陽光発電施設で発電した
グリーン電力を使用します。 



（新）  まつやま環境ビジネス創出支援事業 平成22年度採択事業 

災害時に安心し
て飲める水を、
太陽光パネルの
電源を用いて、
紫外線灯で常時
殺菌し、供給で
きるタンク、シス
テム 既製品『エコステラー（太陽光発電併用型

LED照明灯）』の小型化・軽量化・低価格化 

電力を1/2にし、
省エネ・省CO2・

低コスト・軽量を
実 現 す る ソ ー
ラー街路灯 

遮光性と通気性を兼ね備えたメッシュ膜材を使用する
ことで、屋根の表面温度を下げ、室内温度上昇を抑制 

まつやま環境ビジネス創出支援事業 

参考：太陽エネルギー活用ビジネス創出支援事業 平成2１年度採択事業 

参考：太陽エネルギー活用ビジネス創出支援事業 平成20年度採択事業 

模型エコカー 

 太陽光発電不法投棄
監視システム 

壁面緑化を用いた 
環境広告事業 



まつやま環境ビジネスセミナー開催事業 

【参考】 

 松山環境経済研究会の“提言３”をもとに、 

平成21年度、 エコ住宅の概要や 

補助金・優遇税制についてわかりやすく 

解説した「エコ住まいるBOOK」を作成。 

 

（一般向け・業者向けの２種類。各５６ページ）  

上記の流れをうけて実施。 中小企業等向けに基調講演5回、個別集中セミナー5回を実施予定。 

 ■基調講演では、環境ビジネスの業界動向や課題、今後の戦略等を取り上げる。 

 ■個別集中セミナーでは、実践的ノウハウや専門的な技能習得を予定。  

平成19～21年度  松山環境経済研究会の開催・運営 
目的：環境配慮型住宅の需給拡大 
ﾒﾝﾊﾞｰ：建築関係者、大学、商工会議所、市内企業等の全１９団体で構成 

平成21年度 セミナー開催事業（松山市・松山環境経済研究会） 

平成22年度 まつやま環境ビジネスセミナー開催事業 

新エネルギー分野 省エネ・省ＣＯ2分野 住環境分野 
 

 

 

＜セミナーで取り扱う３つのビジネス分野＞ 
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環境関連産業支援 

 環境関連産業の集積・拡大支援 
 

■生産工場や関連施設の集積 
 

○㈱エヌ・ピー・シー（太陽電池製造装置世界シェア約5割）の新工場 

 ・第3工場（2009年8月稼動、投資額約25億円、新規雇用約130名） 

 ・第3工場増設 

 （2010年12月(1期)、2011年3月(2期) 投資額約26.6億円、新規雇用約120名) 
 
○CELCO SOLAR ENERGY ㈱ の太陽電池関連事業への参入 

 ･太陽電池に使用する「シリコンウェハー」の製造（投資額約30億円、新規雇用約80名） 
 
○四国電力㈱のメガソーラ発電所（合計約4300ｋｗ） 

 ･既存300ｋｗに加え、2011年1月に1742ｋｗ、2020年までに約2300ｋｗを増設 

■関連業界の拡大支援 
○ハウスメーカー、工務店、ソーラー取付業者、空調業者等の活性化支援 

   ｾﾙｺ      ｿｰﾗｰ     ｴﾅｼﾞｰ 
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クリーンエネルギー自動車の導入 

太陽電池で発電する 
クリーンな電気 

＋ 

導入の加速 
新たなビジネス

チャンス 

ＥＶ（電気自動車）を中心にエコカーの導入で低炭素社会の実現を目指す 

自動車交通における低炭素社会の実現 

電気自動車との連携による、互いの導入促進や新たな相乗効果を期待 

太陽電池で発電するクリーンな電気の新たな活用策 

電気をエネルギー動力
として走る電気自動車 

連携 



クリーンエネルギー自動車の導入 

自動車交通における低炭素社会の実現 
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地域の住民 地域の産物 

× 

地域を基本に、ヒト・モノ・エネルギーに富んだ 

「道の駅 風和里」から情報を発信 
 ○「地産地消」のイメージアップ 
 ○「風早」と呼ばれる地の利を活かした風とのコラボ 
 ○運営団体である協同組合の自立支援 

地域エネルギーの掘り起こし 

下水道中央浄化センター（マイクロ水力発電の設置）  
 処理水放流時のエネルギーを利用して発電 

地の利を活かした新エネルギー 

「地産地消」 が一番、  
「道の駅 風早の郷 風和里」 

（風：小型風力発電） 











200kWh／日 

73,000kWh／年 

 
見学等の問い合わせ先 

089－922－2855 
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地元企業等 小学校 
エネルギーの専門家 

の派遣を要請 

企業の社会貢献として 
専門社員を派遣 

環境教育①：サンプロ出前教室 
校舎への太陽光発電の設置を契機に、地域の企業からの専門家派遣に 

よる新エネルギー教室を開催 

 講師は、太陽光発電に精通した地域のソーラー関連企業等の社員が、中四国エネルギー教育推進会議の 

 「ソーラー博士養成講座」を受講したうえで行なう。 

【学校】 

 エネルギー教育の中で、特に今回は「太陽光発電」に関して、学校では手におえないところを専門家に依頼。 

【地元企業】 

 社会貢献の一環として学校に出向き、実験等を通じて太陽光発電を分かりやすく教える。 

「ソーラー博士」 
養成講座 

 

中国・四国地区 

エネルギー教育 

推進会議 

屋上の太陽光発電を
エネルギー教育に 

活かす 

ソーラーに 

携わる社員 

グリーン電力証書の購
入も視野に 

松山市教育委員会 

松山市 環境事業推進課 

スクールニューディール構想を契機に 

（ソーラー博士受け入れに関する協力） 

（ソーラー博士養成・派遣に関する調整） 



43 

環境教育①：サンプロ出前教室 
● 出前教室の様子 ● 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実施運営主体】 愛媛県松山市 

【場所】 愛媛県松山市各地 

【パークの特徴】 

環境教育② 「まつやま次世代エネルギーパーク」 2011年2月28日認定 

 

見て、触れて、感じよう！！ 全国に誇れる松山の太陽エネルギー 

汚水の処理過程や未利用エネルギーの活用等について理解 

道の駅「風和里」 

燃料電池・ 

太陽光（ダブル） 
発電設備の見学 

小学校での環境教室 

太陽光発電の仕組みや 

必要性等について理解 

・松山市の気候特性を活かし、太陽エネル
ギーを中心とした新エネルギーの普及促
進により、「脱温暖化」と「産業創出」を目指
す「松山サンシャインプロジェクト」を推進
中。 

 

・市内各地に設置された新エネルギー設備
のみならず、ソーラー関連企業の工場見学
等をルートに加えることにより、新エネル
ギーの生産から活用に関する一連の流れ
が理解できる。 

 

・施設見学のみならず、ソーラー関連企業の
社員が講師となり、小中学校等での太陽
光等、新エネルギーに関する体験型環境
教室を開催。 

下水浄化センターの見学（マイクロ水力発電） 

臨海工業地域での 
工場見学 

太陽電池製造装置の 
生産工場（エヌ・ピー・シー） 

太陽電池用シリコンの 
スライシング工場 

（ＣＥＬＣＯ ＳＯＬＡＲ ＥＮＥＲＧＹ） 

公共施設見学 

伊予灘 

メガソーラー発電所の見学 
 
 
 

 
 
 
 
 

松山太陽光発電所（四国電力） 
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サンシャインレース松山2011の開催 

○環境教育 
 地球温暖化や新エネルギーへの関心を高め、

未来に向けた意識づくり 
 

○地域の活性化 
 産学官協働による地域活力創出・育成 
 

○市民への啓発 
 太陽エネルギーがあふれる街のイメージを地

域に普及 

■同時開催イベント 
・新エネルギー親子工作教室  ・環境関連ビジネスセミナー  ・電気自動車試乗会 

自転車コース（オーバルコース）を使った 
ソーラーラジコンカーによる全国唯一の耐久レース 

２０１１年 ８月２０日(土) 予選・決勝 

ソーラーラジコンカー耐久レース全国大会 
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サンシャインレース松山2011の開催 



 

 

持続可能な低炭素社会づくり 
（地球にやさしい日本一のまちづくり） 

新エネルギーの導入 

省エネルギーの推進 

啓発活動への参加 

排出量取引や改正省エネ法へ
の対応も含めた省エネの推進 

太陽光発電や電気自動車
等、新エネルギーの導入 

CSRの一環として環境フェアや美
化活動への参加 

     松山サンシャインプロジェクト・パートナーシップ イメージ           

新エネ分野 

省エネ・省CO2分野 

住環境分野 

消費電力の削減、エネルギーの利用
効率化、CO2の削減・固定化や取引ビ

ジネス 

環境に優しいクリーンなエネル
ギーの利活用を図るビジネス 

環境配慮型住宅及び住環境に関す
るビジネス 

地球温暖化対策の実践によって「脱
温暖化」を図る 

目的①  
 

目的② 
 

環境ビジネスの創出によって「地域
経済の活性化」を図る 

環境ビジネスの創出に向けた実践セ
ミナーや勉強会の開催 

温暖化対策を推進するためのサンプ
ロセミナーや研究会の開催 

企業・大学・ＮＰ
Ｏ・行政等が、持
続可能な低炭素
社会の構築を目
指すパートナー

として連携 

会員相互による情報交換会の開催 

メールマガジンの配信 

地域一丸となっ
た温暖化対策
の推進と、環境
ビジネスの創出

を図る。 

松山の未来のために   ―    『環境で活力』  ―   を一緒に考えませんか！！ 



●クールビズポスター ●ウォームビズポスター 
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     松山サンシャインプロジェクト・パートナーシップ事業           

１．電力供給不足への対応 
 原発の再稼働の目途が立たない中で電力供
給不足への対策とともに、より安全安心なエネ
ルギーのウェイトを増やす 
 
２．率先行動 
 松山市及びパートナーシップが率先して徹底
した取組を行うことによる他の事業者や市民へ
の波及効果を狙う 
 
３． 冷暖房に頼りすぎないライススタイルづくり 
 クールビズ、ウォームビズ、緑のカーテンなど
の推進により、冷暖房に頼り すぎない省エネ
型のライフスタイルを築く 

●総会の開催 

●ワーキンググループ（WG）の開催 

【ＷＧ】テーマ 

・「低炭素経営の実現に向けて」省エ
ネ設備の導入支援 

・「見える化」について  など 

スローガン 「まちごと省エネ×松山」 

●まちごと省エネポスター 



●省エネしましょう隊 

●個別相談会 
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     松山サンシャインプロジェクト・パートナーシップ事業           

●実践セミナー 

松山市低炭素社会づくり実践セミナー等開催事業 

(緊急雇用創出支援事業) 

 

 松山市低炭素社会づくり実行計画の目標達成のために、中小企業等に対し

地球温暖化への知識を高めてもらうとともに、より実践的なセミナー・コンサル

ティングを行うことよってより効果的な取り組みに繋げます。 

 

＜セミナーの開催＞ 

地球温暖化対策に関して最前線で活躍する専門家を講師として招き、 

セミナーを年間4回開催。 

＊第1回＊8月 “中小規模事業者”のための省エネ対策の基本 

        （財）省エネルギーセンター 課長 鈴木伸隆氏 

＊第2回＊9月 「中小規模製造業」必聴！“現場でスグできる”省エネ 

         改善事例 

        （財）省エネルギーセンター 専門員 村田 博氏 

＊第3回＊10月 「ビル建物」の“現場でスグできる”運用改善による 

         省エネ 

        （財）省エネルギーセンター 専門員 杉中 輝明氏 

 

 

 

 

 

＜省エネ実践コンサルティングの実施＞ 

 希望のあった事業所へ省エネ診断士を派遣し、現状の状況把握に加え、運

用および設備投資に関する改善提案を行い、低炭素経営に繋げていく。 

＊実施予定事業者＊ 

   ・病院関係  ・製造業関係  ・ホテル、旅館関係  ・オフィス企業関係 

「まちごと省エネ×松山」 

【省エネしましょう隊】 
省エネのPRを行うため、EVラッ
ピングカーで700社以上を訪問 
※松山市グリーン電力証書を１００％
使用 

＊第4回＊ 継続的な省エネを進めるためのポイント／パネルディスカッション 
        （財）省エネルギーセンター 課長 鈴木伸隆氏 

＝平成24年2月中旬開催予定＝ 

松山市低炭素社会づくり実践セミナー等開催事業 
(緊急雇用創出支援事業) 
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＋ ＝ 
松山サンシャインプロジェクトが 
新エネ１００選に選定されました 

http://www.nedo.go.jp/index.html


松山市の問い合わせ先 

□太陽光発電システム等補助制度について 

□グリーン電力証書について 

□サンシャインレース松山について 

□サンシャインプロジェクト・パートナーシップについて 

□その他温暖化対策に関すること 
 

松山市 環境部 環境事業推進課 
  FAX 089-934-1861 
  TEL 089-948-6960     
Eail:kankyouj@city.matsuyama.ehime.jp 

   

   

mailto:kankyouj@city.matsuyama.ehime.jp

